
別紙 

「関東大震災から100年」特設サイトの一部をご紹介します 

 

○大正関東地震の震度分布図 

 大正関東地震発生時の震度階級は震度０から震度６までであり、 

 観測者の体感、建物の被害状況などから震度を決定していました。 

 

○当時の被害写真 

 地震により止まった中央気象台の大時計の様子（左）や転倒した地震計の様子（右） 

 このほか、各地の被害写真などを掲載しています。 

 

○実際の地震波形の写真 

岐阜測候所（当時）で記録された地震波形。 

全国的に振り切れた波形が多い中、東西成分（EW）が振り切れず記録されています。 

 


